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2010 年晩秋から国内で多発した鳥インフルエンザ











長らく 21 世紀に最初に出現する新型インフルエンザとして、H5N1 亜型の鳥インフルエンザ
ウイルスが人に対して高い感染力を獲得した時に発生すると考えられてきた10）。ところが、2009






















スの HAスパイクの抗原性は、16 種類、NAの抗原性は 9種類知られている。この HAと NAの
様々な組み合わせより、数多い亜型のインフルエンザウイルスが存在する。高病原性鳥インフ























2010 年から 2011 年にかけての冬は、鳥インフルエンザの発生する危険性の高いことは予期さ
















を 2010 年 11 月から増やし、1980 年代から 2000 年代初頭まで行なっていた島根県安来市郊外能
義平野でのコハクチョウの糞からのウイルス分離も復活させた（図 5）。






































とに起因した可能性が危惧された。事実、12 月 4 日には水鳥公園付近の人家のベランダでひん
死のコハクチョウが保護された。このコハクチョウは死亡したが、安来市の養鶏場で分離され





症疫学研究センターで、2010 年 12 月から鋭意進められている。1月に宍道湖を死亡して漂流し
ていた肉食性のカモであるキンクロハジロ、米子市では衰弱していたユリカモメとキンクロハ
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2010 年 12 月に、越冬のために出水市郊外に飛来したナベヅルに鳥インフルエンザが発生し













2010 年秋に飛来したツル類等で、2010 年 12 月 14 日に衰弱しているナベヅルが保護されたの











































1月 27 日に都農町、28 日には川南町と延岡市、30 日には高鍋町、2月 1日に宮崎市で発生が
























2011 年 2 月に入り、これまで鳥インフルエンザの発生を経験して来なかった暖かい地方の養
鶏場で鳥インフルエンザが多発した。すなわち、愛知県東部で 2か所、三重県、和歌山県、奈
良県では 2か所、千葉県で 2か所発生した。一方、2011 年になって以降、日本海側の養鶏場で
の発生はすっかり止まってしまった。なぜ太平洋側、瀬戸内海側の地域ばかりでの発生になっ
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2010 年 12 月 26 日撮影
図 9　ツルのねぐら付近に散布された餌用の麦
毎朝合計 1.5 トンの麦が散布される。





1984 年 11 月撮影．
図 11．宮崎県第 1例目の鳥インフルエンザ発生養鶏場の遠景．
鶏舎は開放型で設置後相当年数を経ている．
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図 12．宮崎県第 2例目の鳥インフルエンザ発生養鶏場．
採卵鶏農場．建築直後の新しい高床式鶏舎．

